
【俳句（はいく）に挑戦（ちょうせん）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たった 17 文字（もじ）、五、七、五のリズムで、さまざまな情景（じょうけい）や心情（し

んじょう）を詠（よ）むことができる俳句（はいく）は、日本（にほん）の文化（ぶんか）

の中（なか）でも、すぐれたものの一つだと思（おも）います。 

俳句には、季語（きご）と言（い）って、季節（きせつ）を表（あらわ）す語（ご）を 

入（い）れます。 

 季語のないものは、川柳（せんりゅう）と呼ばれ、さらに気軽（きがる）に楽（たの）し

むことができます。 

 まずは、指（ゆび）を折（お）りながら、五文字、七文字、五文字の言葉（ことば）遊（あ

そ）びから始（はじ）めてみましょう。 

 また、できた句（く）を募集（ぼしゅう）しますので、進（すす）んでチャレンジしてみ

てください。 
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